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１ 活動のテーマ 

 ＜テーマ＞ 

水・色・光 

 

 

 

２＜テーマの設定理由＞ 

窓辺から差し込む光 影 水のゆらぎ 、テラスでの水遊びに興味をもって関わろうとする姿か

ら設定した。 

園庭やテラス遊び、屋上、保育室など、日常生活の中でも、水に触れる機会が多く、 

子どもたちそれぞれの興味関心がどのように広がっていくかを 

深めて探究していくためにテーマを設定した。 

 

 

 

３ 環境の設定   

＜活動のために準備した素材や道具＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 田中ナースリー大和保育園 

クラス １・2歳児 

日付け ２０２５・８ 

タライ 透明ボール器 食紅 水 容器になる玩具 

 



 

４ 探索活動の実践内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 振り返り 

 

テラスで水遊びをしている。 

タライに水を入れてみると、子どもたちが近づき水に触れ始める。 

なるべく透明なカップを用意し、中に入った水や色をみて、どのような反応をするか見守る 

 

水の心地よさを感じながら、嬉しそうに触れている。 

 

色水にしたものを透明ボールに入れた。 

無職透明な水よりも、色水に反応する。 

 

 

子ども：「ワー！ジュースだー！」 

    「もっとちょーだい」 

 

 

カップに色水を何度も移し替えている子がいる。 

色水をこぼさないように、そーっと右から左へ 

左から右へ、コップに入れてしばらく探究を 

楽しんでいた。 

 

 

 

 

身近な水は、子どもたちが大好きな素材であり、水の心地よさ、すくったり、流したり、かけたり、

こぼしたり…いろいろな操作を楽しむ姿が見られた。 

見立てあそびにも発展するような言葉もある一方で、言葉を発しなくても、じっくりとコップから

コップへ水が移動する面白さを発見する子もいて、表情や行動から楽しんでいる様子が伝わってき

た。このような時はあえて、声はかけずに見守ることも、その子の探究を邪魔しないために必要だと

感じた。 

 

 

 

 

 


